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はじめに 
 

鳥取県では、将来にわたって農業生産を支える人材の確保・育成を推進して

おり、これまで、全国に先駆けた様々な新規就農支援を展開してきました。特

に、平成２０年のリーマンショックを契機に大きく変動した雇用情勢に対応し

て、農業を「職業」として選択いただけるよう、様々な農業研修制度を創設し、

各市町村や農業改良普及所等での就農相談対応をベースにしつつ、制度の充

実・強化を図ってきたところです。とりわけ、県の就農相談窓口として新規就

農支援の長年のノウハウを蓄積し、農地の利用調整における専門機関でもある

公益財団法人鳥取県農業農村担い手育成機構に主体となっていただき開始した

「鳥取へＩＪＵ！アグリスタート研修」では、１０年間で１００名を超える独

立自営新規就農者を輩出し、地域農業の担い手としてステップアップしていく

方も現れ始めるなど、成果を上げています。 

農業には様々な形態があり、このような「独立自営」により農業だけで生計

を立てていくスタイルもあれば、農業法人等に就職し、従業員として農業にた

ずさわる「雇用就農」という形態もあります。 

今回、将来的に「独立自営」で農業をやりたいという夢を持った方に向けて、

本気で農業に取り組んでいくために必要な基礎知識を習得し、就農後の経営イ

メージを目指して自らが経営計画を立てることを応援するため、本テキストを

作成しました。 

自らの夢を志に変え、「独立自営」に踏み出すには、地域の一員として様々な

方の協力を得ながら取組みを進めることが必要です。農業を始めるためにも、

そして続けていくためにも、自分の考えをしっかり持った上で、周りの方の意

見を聴き、場合によっては自分の夢を軌道修正する柔軟性も求められます。こ

のテキストでは、独立自営にあたって栽培技術の習得以外に必要な要素、就農

準備の具体的な進め方、心構えにも深く触れています。 

このテキストが多くの就農希望者のもとに届き、皆様の志すそれぞれの農業

への具体的な第一歩につながっていくことを切望します。 
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